
コンテンツへスキップ
ナビゲーションに移動


		

				
		
			[image: 鶴岡市加茂地区自治振興会]
[image: 鶴岡市加茂地区自治振興会]

		
		


		検索
					
				


お問い合わせ




			
HOME
	加茂ってどんなところ？
About Us
	加茂のまち案内
	加茂の周辺案内
	加茂ならではの食
	北前船と加茂の歴史
	ゆかりの人物



	お知らせ＆イベント情報一覧
News & Event
	イベントカレンダー



	みんなの写真館
Photogallery
	みんなのエッセー集
Collection of Essays

	

	



	
ページが見つかりません




		HOME



	ページが見つかりません


		

		
			
			

	
		お探しのページが見つかりませんでした。	




					


		
	


	




	
		
	






				加茂ってどんなところ？
	お知らせ＆イベント情報一覧
	みんなの写真館
	みんなのエッセー集
	お問い合わせ
	プライバシーポリシー


		
		
	
	
			Copyright © 鶴岡市加茂地区自治振興会 All Rights Reserved.
	

 
MENU
	
HOME
	加茂ってどんなところ？
About Us
	加茂のまち案内
	加茂の周辺案内
	加茂ならではの食
	北前船と加茂の歴史
	ゆかりの人物



	お知らせ＆イベント情報一覧
News & Event
	イベントカレンダー



	みんなの写真館
Photogallery
	みんなのエッセー集
Collection of Essays

検索
					
				



PAGE TOP

	

				

				

		

				
			
極楽寺

（ごくらくじ）






　極楽寺（寛政年間に曹洞宗に改宗、善宝寺末寺）、五輪塔２基と宝篋印塔３基（お堂内・幾内様式）、五輪塔（お堂外は１６５０年（慶安３年））がある。




山形県指定有形文化財（１９５３年（昭和２８年）２月２０日認定
五輪塔（ごりんとう）２基（高さ０.７６m）
宝篋印塔（ほうきょういんとう）３基（高さ１.１２m）




　この五輪塔と宝篋印塔は、ともに極楽寺裏山から１９３７年（昭和１２年）の土取り工事の際、出土したもので、どれも花崗岩でできている。




　五輪塔は、仏教の世界観である万物を構成する五大元素の地・水・火・風・空をそれぞれ方・球・三角・半球・団の形で表し、下から積み上げた塔である。日本では、平安時代中頃から造られるようになるが、この五輪塔は鎌倉時代末頃のものと推定されている。




　宝篋印塔は、屋根四隅の耳飾りが特色で、垂直に近く立つほど時代の古さを示すものとされている。日本では、鎌倉時代頃から造られるようになるが、この宝篋印塔は鎌倉から室町時代のものと推定されている。




　五輪塔も宝篋印塔も墓や供養塔として造られたが、誰を祭ったのかは謎である。また、製作技法に近江など関西の様式がうかがわれ、関西方面との交流という加茂港の海運の歴史を語る石造文化である。




２０２０年（令和２年）９月２８日
所有者　極楽寺
鶴岡市文化財愛護協会
加茂の文化遺産を愛する会
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明石山　龍宮寺（天台宗）

（あかしやま　りゅうぐうじ　てんだいしゅう）






　８５８（天安（てんあん）２）年創立、開山・開基は慈覚大師。加茂で一番古い寺で、本寺は滋賀県大津市の延暦寺。明石権現明石社と天台宗明石山龍宮寺の神仏習合霊場で、地元では「明石様」の名で親しまれている。




　明石礁から霊木を引き上げて彫ったと伝わる狛犬が納められている。







[image: ]
[image: ]





		



				

							
			×			
		
	






	

				

				

		

				
			
春日神社

（かすがじんじゃ）






　社伝によると、８６５（貞観７）年、奈良の春日大社より勧請したと伝わる。




　廻船問屋が海上安全を祈願し寄進した狛犬や石灯籠、水舟、船絵馬が奉納されている。




　今でも５月１８日に例大祭が行われる。祭りの見どころは、最後に地元の若衆が神輿を担ぎ、社殿まで続く急な石段を駆け上がり、本殿に神輿を戻すところである。
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熊野神社

（くまのじんじゃ）






　加茂字加茂１番地にあり、１１８７（文治３）年、出雲国八束郡熊野村（島根県）より勧請した。今も登町町内会で毎年８月１５日に祭事を行なっている。




　かっては、社殿の裏山に「アカハゲ」と呼ばれる子ども達の相撲場もあり、境内周辺は遊び場で、春はカタクリやスミレ等の野草の花が咲き、夏は木陰に涼しい風が吹き、秋は一面が落ち葉で覆われる。




　石段を登り切った右側には、１８７４（明治７）年、登町にあった自宅に勧善学校を設置し、加茂の教育に尽力した鴨　智乗（かも　ちじょう）の碑がある。







[image: ]
[image: ]





		



				

							
			×			
		
	






	

				

				

		

				
			
本獄山　海印寺（曹洞宗）

（ほんがくさん　かいいんじ　そうとうしゅう）






　１２５３（建長５）年に心地覚心（鎌倉時代の臨済宗の僧）が加茂に流れ着き、海印寺の開祖となった。




　１７５９（宝暦９）年、鶴岡市馬町の正法二世・傑山空広和尚（けつざんくうこうおしょう）を勧請し、曹洞宗海印寺が開山、本寺は正法寺。




　秋野茂右衛門家の菩提寺で、秋野家が中心となり本堂等の整備をした。
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不退山　安養寺（浄土宗）

（ふたいさん　あんようじ　じょうどしゅう）






　１５９６（慶長１）年に冨塚七郎入道は、孫三郎左エ門が松根川原の合戦で戦死し、無常を感じ「安養庵」を建立した。その後、大本山知恩寺の高弟、善誉英公上人が開山し、「不退山清浄院安養寺」と改称した。




　１７９５（寛政７）年に加茂火災にて焼失し、１８０７（文化４）年に再建された。それ以前も２回ほど火災に遭っているため、本堂が加茂石土台で土蔵造りになっている。
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海聚山　常福寺（日蓮宗）

（かいしゅうざん　じょうふくじ　にちれんしゅう）






　１６００（慶長５）年の創立で、本寺は京都本国時。１８６１（文久元）年、本堂や寺宝など焼失し、１９２４（大正１３）年にようやく本堂、庫裡が再建復興された。




　明治政府の神仏分離令で神と仏を一緒におまつりするのを禁止された。しかし当寺は、正面石段を登り右手に進むと、赤い鳥居と社がある。神様と仏様が同じ場所に一緒にあるのは大変貴重で、現在も神仏習合の形式を保っている。
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熊耳山　少林寺（曹洞宗）

（ゆうじさん　しょうりんじ　そうとうしゅう）






　暦応年間（北朝１３３８〜１３４１年）に越前に創設された少林庵が起源という。１６２３（元和９）年、前田八郎左衛門が庵主四世と共に越前（福井県東部）より加茂に移り、少林寺を創立した。以来、前田性を大屋と改姓し、大屋家の菩提寺となった。




　本尊は達磨大師で、達磨大師面壁九年のゆかりの中国少林寺と寺号を同じくする。




　山門は、文化年間に開基家大屋八郎左衛門の寄付になるもので、北前船として長い間活躍した船の舟柱や板を再利用して造営されており、往時港町として栄えた頃をしのぶ好適の文化財である。
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華蔵山　白蓮寺（曹洞宗）

（けぞうざん　びゃくれんじ　そうとうしゅう）






　１６４２（寛永１９）年、高僧が亡くなった記録があり、それ以前に開山したことがうかがえる。以前は、登町付近にあり、１８６９（明治２）年に現在の場所に移ったが、その跡地は白蓮寺で所有している。その後の１８８６（明治１９）年加茂隧道工事と合わせて、登町の道路開削工事が行われ、今の国道となった。この工事は、近代加茂港の発展に貢献する事業であった。




　いまでも登町には、「白蓮寺小路」という小道が残り、本堂脇に火防の守り神秋葉堂の烏天狗像がまつられている。
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西栄山　浄禅寺（浄土真宗）

（さいえいざん　じょうぜんじ　じょうどしんしゅう）






　１４７４（文明６）年、越前吉崎（福井県）蓮如上人門弟寂蔵坊が聖徳太子像を授けられ、布教の旅をして加茂に着き、高館山の麓通称東山に草庵「寂蔵寺」を結んだ。その後この地に移り、１６７２（寛文１２）年、京都本願寺より寺号「浄禅寺」を賜った。詩人茨城のり子の墓所がある。




　１７９０（寛政２）年に藩州坂越浦（兵庫県）船講中より寄進された喚鐘（かんしょう）があり、昭和の末頃まで使用していた。




　山門は、１７１１（宝永８）年、鶴岡市一日町の西海友治郎の寄進により建立された。この山門から見る加茂の仲町通りのまち並は、明治期と同じように見える。
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遊郭跡地通り

（ゆうかくあとちどおり）






　加茂は江戸時代から遊女を置くことが許可されていた。明治期に入り、近代商港への転換を進める時、加茂坂入口山際を開拓して、この緑町に遊郭をまとめて遊郭街を造った。
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新地　稲荷神社と北前船絵馬

（しんち　いなりじんじゃときたまえぶねえま）






　新地稲荷の詳しいことはわからないが、白蓮寺小路に沿い南北にあった火防土塁の名残が見られ、江戸時代の前の城下町の遺構や加茂の町割りを考える重要な場所である。




　社には、北前船往来期である１８５３（嘉永６）年、但馬瀬戸（兵庫県豊岡市）の米屋與惣七の絵馬などが奉納されている。
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秋野茂右衛門家

（あきのもえもんけ）






　秋野家本家は、元祖新右衛門で、安芸（広島県広島市）の出身と伝わる。秋野茂右衛門家は、元祖の次男茂右衛門で分家である。代々「茂右衛門」を名乗り、廻船問屋として活躍した。




　三代目茂右衛門が１７４５（延享２）年に初めて土地を入手し、地主秋野の始まりとなり、その後、酒田本間家に次ぐ庄内の大地主となった。
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尾形家丸鳥の蔵と聴濤館

（おがたけまるとりのくらとちょうとうかん）






　尾形家は、代々「六郎兵衛」を名乗り、六代目六郎兵衛が漁場経営を始め、北洋に進出して財を成し、七代目六郎兵衛は、マグロ漁業と海南島（南シナ海）での漁場開拓に努めた。




　○鳥蔵は、かって漁具蔵として使用、土蔵の痛みを防ぐため、外側を板壁で囲む鞘堂づくりになっている。蔵のシンボル○鳥（まるとり）印は尾形家の漁船の旗印だった。




　尾形家本宅の向かいに、１９２３（大正１２）年に建てられた洋風の建物、別館「聴濤館」がある。
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桜が丘（恵比須山）

（さくらがおか　えびすやま）






　１８６２（文久２）年に春日神社から恵比須をわけておまつりしたことから、恵比須山とも呼ばれた。１９２０（大正９）年頃、秋野茂右衛門家が桜の木を植え、丘の上まで見通せるように造成し、桜ヶ丘と呼ばれるようになった。今も、東町町内会で植樹や手入れをしている。




　また、中腹には、昔、港に入る船の目印となる赤い電灯があった。




　桜ヶ丘上り口右側には、後に内閣総理大臣となる原敬が若い頃泊まった宿屋伊藤達右衛門家があった。
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日和山(日和山山道)

（ひよりやま　ひよりやまさんどう）






　出船入船の天候を判断するために登った山と伝えられる。各地の日和山で見つかっている方角石は見つかっていないが、港や沖まで一望できる。




　この日和山山道口より、約５分で山頂に到着する。
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白山小路と舟溜跡

（はくさんこうじとふなだまりあと）






　港の交易が盛んな頃は、この岡町川を荷積みの小舟が行き来し、この白山小路は、舟を川上にあげる時に利用された。港には、舟を停泊させていた舟溜跡が残り、往時をしのぶことができる。また、河口には安養寺川と同じような石造アーチがあり、加茂隧道と同じ石工作とみなされ、当時の石組みの巧みな技術がうかがえる。
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加茂港の防波堤・岸壁と赤灯台　安養寺川アーチ
（かもみなとのぼうはてい　がんぺきとあかとうだい　あんようじかわあーち）






　北前船が盛んな頃の港は、写真のように砂浜だった。ようやく１９０２（明治３５）年から近代化を図る工事が行われ、荒崎や港海底の岩を活用した石積の防波堤と岸壁ができた。




　石積防波堤に立つ赤灯台は、１９６２（昭和３７）年に設置され、２０１５（平成２７）年には、灯台の役目を終え撤去されるところだったが、地元有志の存続活動により、加茂のシンボルとなっている。




　安養寺川河口の石造アーチは、加茂隧道と同じ石工作とみられ、当時の石組みの巧みな技術がうかがえる。（岡町川にも石造アーチがある）
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八満山　妙定寺（日蓮宗）

（はちまんざん　みょうじょうじ　にちれんしゅう）






　１９２９（昭和４）年に日蓮宗宗徒　守山妙定尼が草庵を結んだ。




　修行中のある日、妙定尼にこの地の守り神明石大明神より、「厄除けの豆まきを始めよ」とお告げがあった。このお告げは、日蓮聖人が鎌倉の竜の口で法難に遭い、佐渡の国へ流罪となった時、七つの頭を持つ大蛇に法華経を読み、南無妙法蓮華経と書いた小石を撒いて供養した故事に由来している。




　毎年２月１６日に日蓮聖人の生誕を祝う法要と共に、ヤクヨケ豆まき大祈祷会を行い、体に降り注ぐ大量のヤクヨケ豆によって、参拝者の厄を払い、一年の安泰をお祈りしている。
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